


東
九
州
高
速
道
路
開
通
後
の
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
重
点

　
平
成
26
年
第
1
回
定
例
会
は
3
月
4
日
か
ら
20
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
諮
問
3
件
・
条
例
改
正
3
件
・
補
正
予
算
4
件
、
26
年
度
予
算
6
件
の
合
計
16
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
本
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
総
予
算
は
、
1
１
２
億
４
６
９
９
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
当
初
予
算

総
額
の
マ
イ
ナ
ス
１
・
８
％
、
２
億
１
６
１
万
６
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
３
２
万
７
千
円
を
追
加
し
71
億
５
２
３
０
万
２
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
５
人
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
の
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

平成 26 年度
予算可決

平成２5年度補正予算　可決

一般会計
歳入・歳出それぞれ4232万7千円を追加
総額　71億5230万2千円
特別会計
国民健康保険事業
歳入・歳出それぞれ3420万３千円を減額し
総額27億7256万6千円

後期高齢者医療
歳入・歳出それぞれ1508万6千円を減額し
総額3億8348万2千円

介護保険事業
歳入・歳出それぞれ1億3238万7千円を減額し
総額14億9278万6千円

特別会計
国民健康保険事業

27億4540万４千円
後期高齢者医療

3億9704万1千円
介護保険事業

15億2475万3千円
簡易水道事業

1361万6千円

公営企業会計
水道事業

4億6617万6千円

一般会計　61億円　　　（前年度比4.1%減）
特別会計および公営　　　 企業会計　51億4699万円

自主財源38.7%
依存財源61.3％

総額112億    4699万円
（前年度比1.8％減）
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石
蔵
の
あ
る
風
景

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
審
査
は
、
連
合
審
査

を
行
い
、
各
課
担
当
職
員

よ
り
関
係
書
類
の
説
明
を

も
と
に
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た

議
会
費

議
員
報
酬
、
使
用
料
お
よ

び
負
担
金
な
ど

９
６
７
０
万
４
千
円

前
年
度
比
42
万
４
千
円
減

一
般
管
理
費

地
区
会
長
報
酬

１
７
６
８
万
６
千
円

需
用
費１

０
５
４
万
５
千
円

負
担
金
補
助
、
交
付
金

１
億
２
４
２
７
万
円

財
産
管
理
費

施
設
管
理
委
託
料

１
１
５
１
万
３
千
円

償
還
金
利
子
お
よ
び

割
引
料

１
０
９
５
万
円

積
立
金２

１
７
３
万
１
千
円

電
算
事
務
費

電
算
設
備

保
守
業
務
委
託
料

１
８
１
７
万
９
千
円

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

使
用
料

２
６
７
２
万
３
千
円

福
祉
健
康
交
流
研
修
施
設

管
理
費

燃
料
・
光
熱
水
・
賄
材
料

費
等
需
要
費８

１
５
５
万
円

施
設
管
理
委
託
料

８
３
３
０
万
５
千
円

選
挙
費

県
知
事
選
挙
費

９
５
０
万
１
千
円

平
成
27
年
２
月
20
日
満
了

町
長
選
挙
費

７
０
４
万
５
千
円

平
成
26
年
4
月
21
日
満
了

町
議
会
議
員
選
挙
費

８
８
２
万
６
千
円

平
成
27
年
３
月
８
日
満
了

消
防
費

※
広
域
消
防
業
務
負
担
金

１
億
８
４
７
２
万
９
千
円

※
非
常
備
消
防
費

５
９
０
０
万
９
千
円

※
公
債
費

長
期
債
償
還
元
金

４
億
３
３
０
０
万
円

長
期
債
償
還
利
子
、

一
時
借
入
金７

６
８
０
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業

　
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

を
自
然
増
分
、
診
療
報
酬

改
定
分
お
よ
び
25
年
度
決

算
見
込
み
か
ら
、
５
・
29

％
増
と
見
込
み
、
一
人
あ

た
り
の
保
険
料
を
３
・
64

％
引
き
上
げ
る
予
算
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

大
幅
な
保
険
税
率
引
上
げ

を
緩
和
す
る
た
め
、
基
金

の
３
千
万
円
取
り
崩
し
、

一
般
会
計
か
ら
３
千
万
円

の
法
定
外
繰
入
を
行
う
措

置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
で

歳
出
の
96
・
8
％
に
あ
た

る
。

　
今
年
度
は
、
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
。

介
護
保
険
事
業

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
給

付
費
で
、
歳
出
の
約
93
・

7
％
に
あ
た
る
。

　
地
域
支
援
事
業
等
に
対

策
を
講
じ
た
予
算
と
な
っ

て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

具
体
的
な
内
容
は
。

答
複
数
の
機
関
に
存
在
す

る
個
人
情
報
を
同
一
人
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
行
う

た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
社

会
保
障
・
税
制
度
の
効
率

化
・
透
明
性
を
高
め
る
た

め
の
も
の
。

問
地
域
公
共
交
通
会
議
の

法
定
協
議
会
、
調
査
内
容

今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

答
法
定
協
議
会
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な

旅
客
運
送
の
態
様
や
必
要

性
等
を
協
議
し
、
ま
た
、

地
域
の
需
要
に
即
し
た
交

通
の
利
便
性
の
確
保
・
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
内
容
は
、
生
活
実

態
の
聞
き
取
り
調
査
、
バ

ス
利
用
者
か
ら
の
意
見
聴

取
、
交
通
事
業
者
お
よ
び

目
的
施
設
へ
の
聞
き
取
り

調
査
な
ど
を
行
う
。

　
今
年
度
の
目
標
は
、
町

全
体
の
公
共
交
通
に
対
す

る
計
画
策
定
を
行
う
。

問
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

答
高
齢
者
虐
待
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
石
旅
に
係
る
巨
石
調
査

答
日
向
市
・
東
臼
杵
郡
の

連
携
に
よ
り
石
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
資
源
を
調
査
し

石
旅
と
い
う
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
。
本
町
で
は
、
城

屋
敷
・
小
園
地
区
で
の
石

蔵
な
ど
の
調
査
を
行
う
。

問
健
診
の
受
診
率
を
上
げ

る
取
り
組
み

答
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
ク

ー
ポ
ン
券
を
再
度
、
発
行

し
、
さ
ら
に
家
庭
訪
問
に

委
員
会
審
議
お
よ
び
討
論

　
議
会
事
務
局
に
つ
い
て

は
、
議
会
報
告
会
の
報
告

内
容
の
吟
味
、
実
施
時
期

等
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　
会
計
課
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
送
信
な
ど
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、

今
後
更
に
き
め
細
や
か
な

管
理
が
信
頼
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

　
総
務
課
に
つ
い
て
は
、

不
用
意
な
職
員
数
の
削
減

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
ま

た
、
外
郭
団
体
等
の
報
酬

は
適
正
か
、
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
企
画
財
政
課
で
は
、
心

の
杜
の
施
設
の
経
年
劣
化

に
よ
る
修
繕
費
の
増
加
が

今
後
の
課
題
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

（
記  

森
）

よ
る
指
導
や
電
話
連
絡
等

で
受
診
を
呼
び
か
け
て
い

く
。

問
学
力
向
上
支
援
事
業

答
個
人
差
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
学
習
指
導
を
充

実
さ
せ
る
。

　
門
中
２
名
数
学
担
当

　
門
小
１
名
算
数
担
当

ま
と
め

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

障
が
い
者
自
立
支
援
な
ど

社
会
保
障
関
係
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
厳
し
い

財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
高
齢
者
や
低
所
得

者
の
割
合
が
高
い
と
い
う

制
度
の
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
る
と
と
も
に
、
疾
病

構
造
の
変
化
等
に
伴
い
、

一
人
あ
た
り
医
療
費
も
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
極
め
て
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。

　
健
全
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
、
給
付
費
の
安
定

化
と
財
政
健
全
化
、
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
、
健

康
づ
く
り
事
業
の
強
化
を

望
む
も
の
で
、
疾
病
予
防

の
た
め
、
特
定
健
診
等
の

受
診
率
向
上
に
、
さ
ら
な

る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

（
記
　
森
川
）

※
広
域
消
防
業
務
負
担
金

　
日
向
消
防
署
へ
の
負
担
金

※
非
常
備
消
防
費

　
消
防
団
員
報
酬
、
消
防

団
訓
練
出
動
手
当
、
消
防

車
、
ポ
ン
プ
修
理
代
、
防

災
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
協

議
会
負
担
金
な
ど

※
公
債
費

　
借
入
金
の
返
済

　
人
件
費
、
公
債
費
の
よ

う
な
義
務
的
経
費
や
、
施

設
管
理
費
と
い
っ
た
一
般

行
政
経
費
と
継
続
経
費
な

ど
の
骨
格
予
算
に
な
っ
て

い
る
。

福
祉
課

　
歳
出
（
民
生
費
）
の
主

な
も
の
は
、
老
人
福
祉
施

設
入
所
措
置
費
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
、
私

立
保
育
園
運
営
費
や
児
童

手
当
等
の
扶
助
費
、
並
び

に
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
で
あ
る
。

　
ま
た
、
消
費
税
率
の
引

上
げ
へ
の
暫
定
的
･
臨
時

的
な
措
置
で
あ
る
臨
時
福

祉
給
付
金
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

町
民
課

　
歳
出
（
衛
生
費
）
の
主

な
も
の
は
、
健
康
相
談
・

健
康
教
室
の
開
催
や
家
庭

訪
問
指
導
、
働
く
世
代
の

女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん

検
診
事
業
、
予
防
事
業
等

並
び
に
二
次
救
急
医
療
体

制
整
備
事
業
等
へ
の
負
担

金
事
業
等
で
あ
る
。

教
育
総
務
課

　
新
規
事
業
と
し
て
学
力

向
上
支
援
事
業
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
費
は

調
理
や
配
送
業
務
委
託
料

が
主
な
も
の
で
あ
る
。

社
会
教
育
課

　
主
な
も
の
は
、
文
化
・

体
育
施
設
管
理
等
の
業
務

委
託
料
や
生
涯
学
習
、
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
で
あ

る
。

　
ま
た
、
巨
石
等
調
査
委

託
料
、
海
浜
公
園
プ
ー
ル

濾
過
機
材
入
替
工
事
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
費
で
は
、
業
務

等
委
託
料
が
主
で
あ
る
。

総

務

財

政

常

任

委

員

会

文

教

厚

生

常

任

委

員

会

一　

般　

会　

計

一　

般　

会　

計

主
な
質
疑

特　

別　

会　

計

。

。、

。

、

予
算
審
査

予
算
審
査

、、
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農
林
水
産
業
費

　
農
業
、
畜
産
業
、
林
業
、

水
産
業
の
事
業
委
託
料
、

負
担
金
補
助
金
及
び
貸
付

金
、
各
種
施
設
の
整
備
、

保
守
管
理
等
、
農
林
水
産

業
振
興
の
た
め
の
予
算
。

　
農
業
委
員
会
費
は
、
８

３
５
万
５
千
円
で
農
業
委

員
の
報
酬
が
主
、
農
業
振

興
費
は
、
１
７
４
３
万
６

千
円
で
、
主
な
も
の
は
、

青
年
就
農
給
付
金
１
４
２

５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　　
農
地
費
は
、
５
６
４
万

５
千
円
、
林
業
振
興
費
は

１
９
８
１
万
円
。

　
水
産
業
振
興
費
は
、
６

５
４
９
万
円
等
と
な
っ
て

い
る
。

問
農
地
・
水
・
農
村
環
境

保
全
向
上
活
動
支
援
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
。

答
農
地
・
農
業
用
水
・
農

道
等
の
維
持
管
理
と
農
村

環
境
の
向
上
の
た
め
に
行

う
活
動
へ
の
支
援
や
、
農

業
用
水
路
等
施
設
の
長
寿

命
化
に
取
り
組
む
た
め
の

支
援
。

商
工
費

　
商
工
会
、
中
小
企
業
等

へ
の
補
助
金
、
貸
付
金
や

観
光
事
業
の
業
務
委
託
料

補
助
金
負
担
金
等
、
商
工

業
振
興
の
た
め
の
予
算
。

　
商
工
振
興
費
は
、
２
１

２
９
万
３
千
円
で
主
な
も

の
は
、
補
助
金
５
５
５
万

３
千
円
、
貸
付
金
１
４
０

０
万
円
。

　
観
光
費
は
、
２
０
０
１

万
円
９
千
円
で
主
な
も
の

は
、
工
事
請
負
費
６
０
０

万
円
、
補
助
金
６
７
１
万

２
千
円
、
委
託
料
３
３
２

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る

土
木
費

　
道
路
や
橋
梁
の
新
設
改

良
、
維
持
管
理
。
河
川
改

良
、
公
園
整
備
及
び
住
宅

の
修
繕
等
の
た
め
の
予
算

　
道
路
橋
梁
費
は
、
４
０

２
３
万
９
千
円
で
主
な
も

の
は
、
工
事
請
負
費
５
０

産

業

建

設

常

任

委

員

会

産
業
振
興
課

建　

設　

課

環
境
水
道
課

問
発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ

る
子
ど
も
は
増
え
て
い
る

と
言
う
。
小
中
学
校
の
現

状
と
、
現
場
で
直
接
子
ど

も
た
ち
に
接
す
る
先
生
方

を
ど
う
支
援
し
て
い
る
の

か
。

　

次
に
今
後
の
方
針
は
。

 

町 

長

 

教
育
長

問
消
防
団
は
町
民
に
と
っ

て
頼
り
に
な
る
存
在
。
処

遇
改
善
の
検
討
が
必
要
だ

門
川
町
内
の
み
広
域
に
わ

た
る
災
害
で
、
外
部
か
ら

の
応
援
が
す
ぐ
に
望
め
な

い
よ
う
な
広
範
囲
の
災
害

の
場
合
は
人
手
に
よ
る
救

出
が
頼
み
に
な
る
。

　

山
間
部
、
街
中
、
漁
村

部
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合

っ
た
装
備
品
と
、
そ
の
様

な
場
合
に
対
応
出
来
る
団

員
数
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
資
機
材
の
充
実
や
団
員

報
酬
の
見
直
し
な
ど
を
含

め
、
近
隣
自
治
体
の
動
き

も
考
慮
し
な
が
ら
必
要
な

措
置
を
検
討
す
る
。

　消防団の処遇改善を
米良　昭平

町長　必要な措置を検討

　
平
成
18
年
度
か
ら
門
川

小
学
校
に
通
級
指
導
教
室

を
設
置
し
、
通
常
の
学
級

に
在
籍
す
る
発
達
障
が
い

の
あ
る
児
童
を
中
心
に
支

援
し
て
い
る
。
現
在
は
町

内
の
他
の
小
学
校
か
ら
も

児
童
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
対
象
児
童
数
は
開
設

時
の
６
人
か
ら
14
人
に
増

え
、
１
学
級
で
対
応
で
き

る
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態

で
運
営
し
て
い
る
。

　
ま
た
19
年
度
か
ら
町
の

予
算
で
「
特
別
支
援
教
育

支
援
員
」
を
町
内
小
中
学

校
に
配
置
し
て
い
る
。
現

在
は
６
名
。
県
立
特
別
支

援
学
校
の
専
門
家
と
、
保

護
者
と
の
教
育
相
談
を
行

い
、
個
別
の
指
導
の
方
針

を
決
め
た
り
し
て
い
る
。

　
今
後
も
児
童
一
人
一
人

の
将
来
を
見
通
し
た
支
援

を
継
続
的
に
で
き
る
よ
う

一
つ
一
つ
の
課
題
に
真
摯

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
周
囲
の
人
達
へ
理
解

を
図
る
教
育
を
進
め
た

い
。

応急救護所テント

ごみ収集車

。

予
算
審
査

、

０
万
円
、
委
託
料
１
８
６

０
万
円
、
負
担
金
５
１
５

万
３
千
円
。

　
都
市
計
画
費
は
、
８
３

０
万
８
千
円
で
主
な
も
の

は
、
業
務
委
託
料
５
０
０

万
円
。

　
住
宅
費
１
５
５
５
万
３

千
円
の
主
な
も
の
は
、
修

繕
費
９
０
０
万
円
、
委
託

料
４
０
５
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

問
住
宅
使
用
料
の
予
算
は

徴
収
率
を
ど
の
く
ら
い
で

見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

答
過
去
５
年
間
の
徴
収
率

の
平
均
で
あ
る
95
％
で
見

積
も
っ
て
い
る
。

衛
生
費

　
広
域
連
合
東
郷
霊
苑
負

担
金
。
塵
芥
処
理
、
し
尿

処
理
に
お
け
る
事
業
委
託

料
、
負
担
金
及
び
合
併
処

理
浄
化
槽
補
助
金
等
、
生

活
環
境
の
維
持
向
上
の
た

め
の
予
算
。

　
環
境
衛
生
費
の
主
な
も

の
は
、
東
郷
霊
苑
負
担
金

１
４
０
４
万
８
千
円
、
日

向
東
臼
杵
広
域
連
合
運
営

費
９
０
７
万
４
千
円
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
７
２
７
７
万
円
。

　
塵
芥
処
理
費
は
、
負
担

金
と
し
て
広
域
連
合
ご
み

運
営
分
６
２
７
３
万
６
千

円
、
ご
み
建
設
分
２
７
６

２
万
４
千
円
、
最
終
処
分

場
事
業
７
０
９
万
６
千
円

　
業
務
委
託
料
と
し
て
は

ご
み
収
集
運
搬
等
４
５
６

５
万
３
千
円
、
不
燃
ご
み

処
理
２
１
６
４
万
４
千
円

で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
始

ま
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

の
分
別
収
集
事
業
監
視
に

１
２
３
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　
し
尿
処
理
費
の
主
な
も

の
は
、
業
務
委
託
料
３
３

５
５
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

問
廃
タ
イ
ヤ
手
数
料
の
内

容
は
。

答
不
法
投
棄
さ
れ
た
タ
イ

ヤ
等
の
処
理
手
数
料
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
西
門
川
地
区
に
お
け
る

簡
易
水
道
事
業
予
算
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
水

道
使
用
料
５
５
３
万
８
千

円
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
７
０
７
万
３
千
円
。

　
支
出
内
訳
は
、
業
務
及

び
施
設
管
理
委
託
料
３
７

８
万
１
千
円
。
工
事
請
負

費
１
３
０
万
円
水
質
検
査

手
数
料
等
の
役
務
費
１
８

３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

水
道
事
業
会
計
予
算

　
給
水
戸
数
７
３
２
５
戸

年
間
総
給
水
量
２
３
７
万

５
千
㎥
。

　
収
益
的
収
入
予
定
額
は

３
億
３
１
４
０
万
円
で
、

支
出
の
予
定
額
は
、
３
億

６
４
０
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
資
本
的
収
入
の
予
定
額

は
、
消
火
栓
設
置
負
担
金

３
３
６
万
３
千
円
。

　
資
本
的
支
出
の
予
定
額

は
、
１
億
５
９
７
７
万
１

千
円
で
、
資
本
的
収
入
額

が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

不
足
す
る
額
１
億
５
６
４

０
万
８
千
円
は
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１

億
５
３
１
９
万
９
千
円
と

当
年
度
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
３
２
０
万
９
千
円
で
補

填
す
る
。

（
記  

菊
地
）

※�

過
年
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

　
水
道
事
業
の
減
価
償
却
費
等
を

積
み
立
て
た
資
金

、

、

、

。

。

、、

。
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町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

問
日
向
警
察
署
の
発
表
に

よ
る
と
、
今
年
度
の
犯
罪

発
生
状
況
は
、
市
町
村
別

犯
罪
率
（
10
万
人
あ
た
り

の
犯
罪
認
知
件
数
）
が
、

ワ
ー
ス
ト
１
位
は
日
向
市

（
９
３
６
件
）
で
、
門
川

町
は
６
位
（
５
５
８
件
）

で
あ
る
。
犯
罪
率
の
高
い

状
況
等
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
発
生
状
況
は
重
く
受
け

止
め
、
子
ど
も
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
青
少
年
健

全
育
成
補
導
員
の
方
々
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し

た
い
。

問
町
内
の
主
要
道
路
沿
線

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
考
え
は
。

　
商
工
会
が
８
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
効
果
を
参
考
に

し
て
十
分
に
検
討
し
て
い

く
。

 

町 
長

問
小
中
学
校
の
義
務
教
育

中
心
の
教
育
総
務
課
を
廃

止
し
、
保
育
園
、
児
童
福

祉
、
保
健
医
療
、
教
育
な

ど
を
含
め
た
、
０
歳
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
子
育
て

行
政
を
一
貫
し
て
扱
う
組

織
と
し
て
「
子
ど
も
課
」

を
新
設
す
る
考
え
は
。

　
窓
口
の
一
本
化
に
よ
り

家
庭
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
一
方
で
業
務
内
容
や
人

員
を
必
要
と
す
る
た
め
、

現
在
の
体
制
で
は
困
難
で

あ
る
。
通
常
は
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
に
て
固
有
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
が
、
必
要

な
場
面
で
は
課
を
ま
た
い

で
協
力
体
制
を
持
て
る
状

況
に
あ
る
。
現
体
制
に
よ

り
、
今
ま
で
以
上
に
連
携

を
強
め
て
充
実
さ
せ
て
参

り
た
い
。

問
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を

な
く
し
、
子
ど
も
の
成
長

を
一
本
の
線
で
つ
な
ぐ
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　

子
ど
も
支
援
の
ノ
ン
ス

　子ども課の新設は
安田　厚生

町長　現体制では困難である

問
地
域
の
防
犯
力
向
上
を

図
る
た
め
、
町
内
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考
え

は
。
ま
た
、
自
治
会
等
に

対
し
、
そ
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
考
え
は

　
子
ど
も
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
自
治
会
に
お
け

る
地
域
住
民
の
連
帯
性
の

強
化
な
ど
、
既
存
の
取
り

組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
自
治

会
等
へ
の
補
助
の
あ
り
方

な
ど
、
今
後
の
研
究
課
題

と
す
る
。

き
１
０
０
歳
体
操
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
な
ど

で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と

特
典
と
し
て
利
用
で
き
る

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
を

導
入
す
る
考
え
は
。

　
健
康
増
進
促
進
の
た

め
、
関
係
課
が
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
町
民
の
方
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
年

齢
、
体
力
に
合
わ
せ
た
取

り
組
み
や
す
い
活
動
を
心

が
け
、
同
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
導
入
自
治
体

の
推
進
体
制
や
効
果
等
を

注
視
し
て
い
く
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を

導
入
し
て
は
ど
う
か

 

町 

長

 

町 

長

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充

さ
れ
、
子
育
て
教
育
の
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

し
や
す
い
町
づ
く
り
が
図

ら
れ
る
の
で
は
。

　
一
本
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
と
思
う
が
、
教
育
委

員
会
が
大
き
な
組
織
と
な

り
、
今
の
体
制
で
は
無
理

と
考
え
る
。
今
後
、
意
見

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
て
参
り
た
い
。

問
子
ど
も
行
政
の
司
令
塔

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
地

域
子
育
て
支
援
の
充
実
が

図
ら
れ
、
行
財
政
改
革
が

進
め
ら
れ
る
の
で
は
。

　
行
政
改
革
に
あ
て
は
ま

る
か
一
考
す
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
で
し
っ
か
り
と

横
の
糸
を
結
び
、
連
携
を

取
り
合
い
な
が
ら
業
務
を

遂
行
し
て
い
く
。

問
健
康
増
進
の
た
め
特
定

健
診
の
受
診
や
、
い
き
い

、

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
考
え
は
。

広がりを見せるいきいき100歳体操

　
難
し
い
が
ゆ
え
に
答
弁

で
き
な
い
わ
け
で
す
。

　
ど
う
す
る
こ
と
が
地
域

に
活
性
化
に
な
る
の
か
県

と
随
時
相
談
し
て
ま
い
り

た
い
。

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

問
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
こ

の
４
年
間
で
当
然
す
べ
き

こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

16
年
か
ら
10
年
間
何
も
し

な
い
で
、
今
頃
振
り
出
し

に
も
ど
る
の
か
。
都
市
計

画
道
路
は
町
が
決
定
し
て

い
る
。

　

こ
の
道
路
に
た
い
し
て

は
町
長
あ
な
た
も
利
害
関

係
者
だ
か
ら
難
し
い
。
と

の
事
だ
っ
た
が
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
あ
な
た
は
、
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
。
地

元
と
対
話
し
な
い
理
由
は

、

問
３
８
８
号
線
上
町
、
五

十
鈴
、
城
屋
敷
区
間
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
か
ら

話
合
い
を
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
上
町
区
間
に
つ
い

て
は
、
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
五
十
鈴
か
ら
小
園

区
間
に
つ
い
て
は
、
課
題

が
あ
る
。

　
県
は
現
在
決
定
し
て
い

る
都
市
計
画
ル
ー
ト
が
、

整
備
に
か
か
る
事
業
費
や

整
備
期
間
、
交
通
安
全
な

ど
の
観
点
か
ら
妥
当
と
い

う
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
こ
の
ル
ー
ト
で
は

優
良
農
地
の
減
少
や
過
去

に
発
生
し
た
洪
水
被
害
の

悪
影
響
な
ど
心
配
の
声
も

あ
る
。

　
ま
た
農
業
用
水
へ
の
家

庭
排
水
の
流
入
、
幹
線
排

水
路
の
容
量
不
足
な
ど
地

区
の
問
題
を
道
路
事
情
に

関
連
し
て
改
善
で
き
な
い

か
な
ど
の
声
も
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
こ
の
課
題
に

た
い
し
て
ど
う
な
る
の
か

を
検
討
で
き
る
資
料
、
例

　国道388号線についてその後の進捗は
神㟢千香子

町長　これから検討をしていきたい

え
ば
概
略
の
設
計
図
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

具
体
的
な
検
討
資
料
を
も

と
に
県
と
町
で
検
討
し
、

そ
の
上
で
地
元
へ
の
意
見

聴
取
な
ど
行
っ
て
い
く
。

問
こ
の
道
路
の
改
良
は
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
繋

が
る
道
路
で
も
あ
り
、
生

活
道
路
で
も
あ
る
。

　

県
と
し
て
は
「
わ
れ
わ

れ
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
と
農
道
の
取
り
付
け
に

も
３
千
万
円
出
す
。
こ
の

都
市
計
画
道
路
を
優
先
し

て
広
げ
た
い
」
と
の
意
向

が
あ
る
。

　
何
に
し
て
も
た
た
き
台

や
概
略
的
な
も
の
が
な
い

と
説
明
は
難
し
い
。

　
地
域
住
民
の
思
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
路
線
は
決

定
し
た
い
。

。

国道388号線上町～五十鈴
一部整備された五十鈴地区

国道388号線上町～五十鈴　城屋敷地区

。
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本
町
と
し
て
は
、
消
防

団
と
協
議
し
な
が
ら
必
要

な
資
材
確
保
や
団
員
の
研

修
参
加
等
の
支
援
策
を
こ

れ
ま
で
同
様
進
め
て
い
く

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
体

制
の
強
化
策
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
、
町
内
の
30

地
区
が
自
主
防
災
組
織
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
地
区

か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
防

災
座
談
会
を
12
地
区
で
開

催
し
た
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め

て
い
く
た
め
に
、
優
先
順

位
の
高
い
事
業
か
ら
年
次

的
に
進
め
て
い
く
。

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

問
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
次
の
社
会
を
担
う

こ
ど
も
達
を
安
心
し
て
育

て
ら
れ
る
環
境
を
作
り
、

子
育
て
家
庭
の
一
層
の
経

済
的
支
援
を
図
る
た
め
、

本
町
に
お
い
て
も
現
在
実

施
し
て
い
る
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
者
を
、
小

学
校
就
学
前
の
幼
児
か
ら

小
学
６
年
生
の
児
童
ま
で

に
拡
大
し
、
門
川
町
の
新

た
な
魅
力
あ
る
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か

　
本
町
で
は
、
現
在
、
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
、
入
院
・

入
院
外
と
も
０
歳
児
は
自

己
負
担
な
し
、
１
歳
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
自

己
負
担
額
は
所
得
制
限
を

設
け
ず
、
入
院
・
入
院
外

と
も
３
５
０
円
で
実
施
し

て
い
る
。

　
次
の
社
会
を
担
う
こ
ど

も
達
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
重
要
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
助

成
の
対
象
者
の
拡
充
に
つ

　
ホ
ー
ス
格
納
箱
に
つ
い

て
は
、
町
内
に
約
２
０
０

ヶ
所
程
度
あ
り
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
地
元
の
消
防
団

に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
本
町
と
し
て
は
、
現
在

不
足
す
る
資
機
材
の
数
を

提
出
さ
せ
て
、
今
年
度
の

予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
般
の
消
防
団

の
会
議
に
お
い
て
、
ホ
ー

ス
格
納
箱
の
不
良
箇
所
調

査
を
入
念
に
行
っ
て
、
年

度
替
わ
り
の
提
出
書
類
に

記
載
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
消

防
団
に
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
中
身
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
年
次
的
な
計
画

で
行
っ
て
い
き
た
い
。

。、

、

問
現
在
、
町
内
各
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
消
防
ホ
ー

ス
格
納
箱
に
納
め
ら
れ
て

い
る
ホ
ー
ス
や
筒
先
、
ハ

ン
ド
ル
等
の
不
備
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
計
画

的
に
整
備
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　乳幼児医療費の助成の拡大を
菊地　稿治

町長　前向きに検討していきたい

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 
町 
長

 

副
町
長

問
国
保
税
の
高
騰
を
招
い

て
い
る
原
因
は
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

加
入
者
一
人
当
た
り
の
医

療
費
の
増
加
が
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
度
に

宮
崎
県
と
門
川
町
の
一
般

会
計
か
ら
借
り
入
れ
を
し

て
い
る
た
め
な
ど
が
あ
る

問
国
保
税
の
負
担
を
軽
減

す
る
財
政
支
援
は
。

　
低
所
得
世
帯
に
対
す
る

軽
減
制
度
と
し
て
、
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
、
７
割

５
割
、
２
割
の
軽
減
が
さ

れ
て
い
る
。

　
減
額
に
伴
う
国
保
税
の

減
収
分
に
つ
い
て
は
、
国

県
、
町
か
ら
保
健
基
盤
安

定
制
度
に
よ
る
財
政
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
国
保
税
の
負
担
軽
減
の

対
策
は
。

受
診
率
、
30
％

　
国
保
税
の
納
付
が
困
難

問
門
川
町
の
国
民
健
康
保

険
税
は
県
内
市
町
村
の
中

で
も
高
い
が
、
そ
の
原
因

は
何
か
。
門
川
町
に
特
徴

的
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

住
民
の
保
険
税
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
現
在
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、
将
来
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
見
通
し
や
対

策
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
ず
、
国
保
加
入
の
世

帯
数
は
。

　
平
成
25
年
３
月
末
の
時

点
で
、
３
３
５
３
世
帯
と

な
っ
て
お
り
、
門
川
町
の

全
世
帯
数
の
約
４
割
で
あ

る
。

問
所
得
に
対
し
て
国
保
税

額
の
負
担
率
の
高
い
世
帯

は
。

　
本
町
の
国
保
税
は
、
所

得
割
、
被
保
険
者
均
等
割

世
帯
別
平
等
割
か
ら
成
る

３
方
式
で
課
税
を
行
っ
て

い
る
。
世
帯
の
所
得
及
び

加
入
者
数
が
増
え
る
ほ
ど

税
額
が
高
く
な
る
が
、
賦

課
上
限
額
が
あ
り
、
医
療

分
が
51
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
が
14
万
円
、

介
護
保
険
分
が
12
万
円
と

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一
定
以
上
の
所
得
で
あ
れ

ば
国
保
税
額
は
同
じ
に
な

る
。

問
国
保
税
１
人
当
た
り
の

税
額
は
。

　
医
療
費
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
が
、

８
万
３
１
８
９
円
。

介
護
保
険
納
付
金
分
が
、

２
万
６
１
０
７
円
。

。

。

い
て
、
前
向
き
に
検
討
し

て
参
り
た
い
。

問
昨
年
12
月
に
消
防
団
支

援
法
が
成
立
・
施
行
さ
れ

た
。
同
法
は
、
消
防
団
の

抜
本
的
な
強
化
を
国
や
自

治
体
に
求
め
、
団
員
の
処

遇
改
善
や
、
装
備
品
、
訓

練
の
充
実
に
向
け
た
予
算

が
確
保
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
本
町

は
今
後
、
消
防
団
の
支
援

強
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か

消
防
団
の
支
援
強
化

に
向
け
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

消
防
ホ
ー
ス
格
納
箱

の
整
備
は
ど
う
す
る

の
か
。

な
納
税
義
務
者
に
対
し
て

町
民
課
と
税
務
課
が
合
同

で
納
税
相
談
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
医
療
費
軽
減
の

対
策
と
し
て
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

を
対
象
に
「
国
保
さ
わ
や

か
健
診
」
を
行
い
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
重
症
化

の
予
防
を
図
っ
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
は
、「
国

保
さ
わ
や
か
健
診
」
の
集

団
健
診
を
町
内
６
会
場
で

延
べ
９
日
間
実
施
し
た
。

個
別
の
健
診
者
と
合
わ
せ

る
と
９
５
１
名
の
受
診
者

で
あ
っ
た
が
、
受
診
率
は

30
％
と
低
い
。
町
民
の
意

識
付
け
が
課
題
で
あ
る
。

問
将
来
の
見
通
し
は

　
こ
れ
ま
で
に
国
保
税
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に

基
金
の
取
り
崩
し
を
行

い
、
国
保
税
の
上
昇
を
お

さ
え
て
き
た
が
、
基
金
の

残
高
も
５
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳

し
い
財
政
事
情
が
予
想
さ

れ
る
。

　
引
き
続
き
、
健
康
講
座

の
開
催
や
個
別
の
保
健
指

導
等
を
実
施
し
、
町
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ

し
、
医
療
費
の
抑
制
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
国
の
制
度
の
問
題
で
あ

り
、
国
の
補
助
率
を
上
げ

る
よ
う
に
地
方
か
ら
声
を

出
す
こ
と
で
あ
る
。

　国保税が高いが、対策は
水永　正継

町長　町民の健康寿命の延伸を図っていきたい

、

、

。、
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武
道
館

　
中
央
公
民
館

　
町
民
会
館

　
清
掃
工
場

　
五
十
鈴
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー

　
心
の
杜

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
西
門
川
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
道
路
お
よ
び
法
定
外
公
共
物

　
都
市
公
園

　
総
合
文
化
会
館

　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
水
道
事
業

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
に
関
し

て
の
使
用
料
を
改
正
す
る
も
の
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

　
設
置
済
み
の
公
園
の
名
称
の
変
更

お
よ
び
都
市
公
園
へ
の
追
加
。
合
わ

せ
て
所
在
地
の
訂
正
を
行
な
う
も
の
。

新
し
い
名
称

　
北
宮
ヶ
原
街
区
公
園

　
心
の
杜
近
隣
公
園

　
平
城
近
隣
公
園

都
市
公
園
に
追
加

　
須
賀
崎
街
区
公
園

　
城
ヶ
丘
街
区
公
園

　
去
る
１
月
31
日
、
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
案
件
は
、
人
事
１

件
、
補
正
予
算
１
件
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
の
辞
職
に
よ
り
、
後
任
の
委

員
を
任
命
す
る
に
あ
た
っ
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
後
任
の
委
員
に
、

金
丸
正
文
氏
（
新
任
、
加
草
在
住
）。

（
同
意
・
全
員
賛
成
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
８
百
万

円
を
追
加
す
る
。

　
中
央
公
民
館
耐
震
改
修
事
業
に
関

す
る
も
の
で
、
老
朽
化
し
た
浄
化
槽

や
空
調
設
備
な
ど
を
追
加
改
修
す
る

合
わ
せ
て
消
費
税
増
税
分
を
追
加
す

る
も
の
。

　
歳
入
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
充
て
る
。

　
な
お
、
本
事
業
は
年
度
内
に
完
了

し
な
い
の
で
、
１
億
３
３
２
０
万
円

を
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
す
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

問
消
費
税
増
税
分
と
は
。

答
本
事
業
の
完
了
が
、
本
年
４
月
１

日
以
降
と
な
り
、
税
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
。

次
期
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
三
人
の
委
員
が
、
本
年
６
月
末
日

で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
期
委

員
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
も
の
。

　
次
期
委
員
に
、

黒
木
純
一
郎
氏
（
新
任
、
上
井
野
在

住
）、
中
城
廣
美
氏
（
再
任
、
小
園
在

住
）、
姫
野
淑
子
氏
（
再
任
、
西
栄
町

在
住
）。

（
承
　
認
）

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
公
共
施
設

利
用
料
金
等
の
改
正
等

（
可
決
・
賛
成
多
数
10
：
２
）

　
内
容
は
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
消

費
税
率
が
、
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
る
の
に
伴
い
、
町
内
の
公

共
施
設
の
体
育
館
、
会
議
室
等
使
用

料
や
水
道
料
金
等
の
改
正
を
行
う
も

の
。

　
ま
た
、
合
わ
せ
て
用
字
用
語
の
修

正
、
お
よ
び
心
の
杜
温
泉
水
の
使
用

料
を
改
正
す
る
。
関
係
す
る
条
例
数

は
、
11
。

　
な
お
、
料
金
改
正
と
な
る
施
設
等

は
、
次
の
と
お
り
。

料
金
改
正
と
な
る
施
設
等

　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　
学
校
体
育
館

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正

表
彰
さ
れ
ま
し
た

人　

事　

案　

件

人　

事　

案　

件

補　

正　

予　

算

第
１
回
臨
時
会

●
質　

疑
●

。

宮
崎
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

（
12
年
以
上
在
職
者
）

神
﨑  

千
香
子
議
員

報告会内容
・　議会活性化特別委員会報告
・　議会運営委員会報告
・　各常任委員会報告（平成２４年度決算）
・　議会広報編集特別委員会報告
・　質疑・意見交換

参加者　　
全議員（１４人）・事務局（３人）・住民参加者（４０人）
参加人員は、４０人で、内訳は町内３０人。
町外１０人で、町外からの参加が多く議会活性化に対する関心が深いと感じる反面、町内の参加者がＰ
Ｒから考えると思ったより少なく、町政・議会の活動に関心の薄さを感じさせられる数字でした。
議会として、開催日や広報の仕方等、今後の課題だと思います。

意見交換
・　こういう場を提供していただいたことを感謝します。
・　�議員定数削減といわれるが、今回の委員会構成・報告等をみると議員の活動も大変忙しく町民の声

を町制に届ける議員の役割が果たせられるか不安である。議会は町民の代表、町民のためにも報告
会を継続してほしい。

・　�画期的なこと，新富町でもおこなっているが、町民の声を聴きながらこういう議会と町民が一体と
なる機会を継続してほしい。

アンケートのおもな内容
・　難しい言葉の部分が伝わりにくい（３０代女性）
・　資料は読み上げるだけでなく重点ポイントは深く説明があるとよかった。（５０代男性）
・　食や減塩対策など食文化生活習慣の改善に大変勉強になりました。（７０代女性）
・　各常任委員会で町民との意見交換ができる場を作ってもらうと良い。（６０代）
・　今後更に回を重ねていけば参加者も多くなると思います。良い企画だと思います。（５０代女性）
・　議会報告会の実施にこぎつけたという議会の動きを評価したいと思います。
　　�年１回とのことですが、今後回数を増やしていく方向になれば、より鮮度の高い報告ができるので

はと考えます。（２０代男性）
・　休憩時間がほしかった。
そのほかたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。次回の参考にしたいと思います。

第１回議会報告会を開催
去る２月２３日（日）午後２時より南町クリエイティブセンター門川において開催しま
した。




